
「2022年度奨学生願書」の作成要領（学部生用）

はじめに（学生のみなさんへ）

本財団の奨学金に応募を希望する場合は、指定大学の推薦を受けることが必要です。募
集要項を確認のうえ、学内の応募（募集期間や募集方法等）については、所属大学の奨学
金担当に確認してください。推薦を受けた方は大学を通じて応募（提出）してください。

1. ページの構成

ページ 書類 作成者等

P.1 奨学生候補者推薦書 推薦指定大学の学（総）長

P.2～5 奨学生願書 学生（応募者）

P.6 指導担当教員所見 指導担当教員

P.7 個人情報の利用に関する同意書 学生（応募者）

P.8 提出書類一覧（確認用）
学生（応募者）

※提出不要

2. 願書の入力及び記入例

P.1 「奨学生候補者推薦書」は大学が作成してください。

必要項目を記入又は入力のうえ、押印をお願いします。

「学科」が無い場合は「－」と
記入または入力

「専攻/コース」が無い場合は「－」と
記入または入力
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記入または入力した内容は、「奨学生願書」と同じ内容であること

記入または入力してください



P.2～5 「奨学生願書」は学生（応募者）が作成してください。

＜奨学生願書の提出媒体＞

・P.2…入力したものを印刷し、記入、押印、写真貼付した紙と、入力データ（Word）

・P.3～5…記入した紙

＜注意事項＞

・P.2の紙とデータ（Word）は必ず同じ内容であること

・書類不備（記入及び入力漏れ、添付書類の不足・その他の不備等）がないことを確認すること

・印刷（A4・片面・白黒又はカラー）したものの体裁（ページ崩れ等がないこと等）を確認すること

＜添付書類＞

・成績表（直近のもの、コピー可）

・住民票の写し（過去6か月以内に発行されたもの）又は在留カード若しくは特別永住者証明書のコピー（応募者本

人と二親等以内の者全員及び扶養者と同居している親族全員分（別家計の者を除く））

※住民票等と学生（応募者）の現住所が異なる場合は大学が発行する「居住証明書」を提出すること
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「募集要項」を確認し、奨学金の趣旨や本財団の求める人物像について理解したうえで応募すること

月日を記入すること

以下、青色の塗りつぶしセルは全て（氏名欄の「中間（Middle）」はある場合のみ）入力すること

氏名は本人自署（紙のみ）
Wordは入力不要

写真貼付(4㎝×3㎝)

・上半身・無帽
・６か月以内の撮影
・裏面に大学名と氏名を記入
・カラー

2022年4月1日の満年齢
※応募対象者は22歳以下

所属は正確に入力すること

○○学部等まで
入力すること

○○学科等まで
入力すること
無い場合は「—」と
入力すること

最短修了年限を入力すること
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扶養者と同居であっても必ず入力すること
扶養者が海外に居住している場合も必ず入力すること
（空欄としないこと）

扶養者と同居の方は「自宅」
扶養者と別居の方は「自宅外」

※奨学金月額に関係しますので、
正確に入力すること

常時使用するEmailア
ドレスを必ず1つ以上
入力すること
複数ある場合は「,」で
区切ること

現住所が住民票と異なる場合は、大学発行の「居住証明書」を添付すること

部屋番号まで入力すること

「３. 大学生活に関して」～「７. 本年度の経済状況」は自筆で記入すること

自筆で記入すること
（PCでの入力不可）

本財団の求める人物像や奨学金の趣旨を理解したうえで記入してください

空白期間の無いよう、浪人期間や休学期間、職歴等がある場合は必ず記入すること

記入すべき事項が無い場合はそれぞれの欄に「なし」と記入すること（空欄としないこと）
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扶養者と同一家計の者の収入の合計額を記入すること
（各種年金の受給額や不動産収入等も含む）

（1）の記入例の内訳
・父（扶養者）・・・勤務の年収が6,000千円
・母・・・無職（収入0円）、同一家計
・兄・・・別家計のため合算不要
・姉・・・別家計のため合算不要
・弟・・・学生（収入0円）、同一家計
・妹・・・学生（収入0円）、同一家計
・祖父・・・・別家計のため合算不要
・祖母・・・無職（年金を年額1,000千円受給）、同一家計

本人からみて生存する二親等以内の者及び扶養者と同居している親族全員を記入すること

自筆で記入すること

本財団の奨学金を必要とする家庭環境について、記入できる範囲で（1）（2）を補足すること

記入すべき事項が無い場合は「なし」と記入すること（空欄としないこと）

※ 世帯収入が一般的に高いと思われる場合でも支援が必要である状況等

※ 世帯収入以外で公的支援等を受けている場合や、親族から援助等を受けている場合等

（1）の記入例の場合は、
本人及び同一家計の父、母、弟、妹、祖母の住
民票等※を添付すること

※以下、募集要項の「5.応募方法」の➂参照
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（重要）日本学生支援機構（給付型）の授業料免除を受給する方は応募できません

単位に注意すること

応募者の今年度の経済状況の
見込み額を年額で記入すること

(重要）「他の奨学金等」の併願及び併給については、大学を通して財団から併願及び併給の承認を事前に受けること
※ 募集要項の「4.応募対象者」の（3）参照

受給の可能性がある全てを記入すること
上の表の「収入」の「日本学生支援機構（貸与型）」
及び「他の奨学金等」欄の詳細を記入すること

単位に注意すること

日本学生支援機構の貸与型は併願・併給可
〃 の給付型は併願・併給不可

日本学生支援機構（貸与型）
と

他の奨学金等
の

詳細を下の表に記入すること

複数ある場合は合計額

大学独自の授業料免除
であっても記入すること

収入と支出の合計額は、

・正しく計算し記入する こと

・同額であること

年額で記入すること
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P.6 「指導担当教員所見」は大学が作成してください。
必要項目をご記入又はご入力くださいますようお願いたします。（押印不要）

※指導担当教員がいない場合は、応募者を良く知る奨学金ご担当者（役職者）の所見を可とします。

指導担当教員がいない場合は、応募者を良く知る奨学金ご担当者（役職者）の所見を可とします。

P.7 「個人情報の利用に関する同意書」は学生（応募者）が作成してください。
内容を確認のうえ、枠内の必要項目に記入（入力不可）及び押印すること

無い場合は「なし」と記入すること（空欄としないこと）
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P.8 「提出書類一覧（確認用」は学生（応募者）が提出書類の確認用にご使用ください。（提出不要）

最後に（学生のみなさんへ）

奨学生に採用された場合の義務（募集要項「7.奨学生の義務」）についても理解したうえで
応募してください。

募集要項に記載のとおり、本財団の奨学生は修了後も同友会員として引き続き繋がり続
けます。本財団の奨学金は「将来社会の各分野において指導的役割を担う資質優秀な学
生」に支援する目的のものであるため、修了時以降も連絡先等について変更する場合は報
告の必要があります。

以 上
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